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次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト 概要
参考資料６

科学技術・学術審議会
測地学分科会地震火山部会

次期観測研究計画検討委員会（第1回）
Ｈ２９．１０．３１

プロジェクトリーダー
先端的な火山観測技術の開発

火山透過技術 高エネルギー物理

リモートセンシング 資源工学

火山ガス観測 地球化学

火山噴火の予測技術の開発

火山噴出物分析 物質科学

噴火履歴調査 歴史学、考古学、地質学

シミュレーション 計算科学

従前の観測研究と他分野との連携・融合

火山災害対策技術の開発

リアルタイム災害把握技術 測量、画像処理

リアルタイム降灰予測 計算科学、気象学

災害対策情報ツールの開発 社会防災

各種観測データの一元化

大学間の連携促進、他分野の参入

国際DB規格による流通 情報科学

火山研究人材育成コンソーシアム
博士課程学生を研究プロジェクトに参画
博士課程修了後にポスドクとして起用

人材育成プログラムへの参画・協力
早期に優秀な学生を獲得

「人材育成運営委員会」

研究プロジェクトと連携し、
若手研究者の育成・確保を推進

行政機関（国、地方）、
民間企業等での活躍

修了証明書

大学
海外の

研究機関
国立研究
開発法人

地方自治体の
研究機関

集中講義

海外研修

フィールドワーク

アウトプット

直面する火山災害への対応
（災害状況をリアルタイムで把握し、

活動の推移予測を提示）

火山噴火の
発生確率を提示

理学にとどまらず工学・
社会科学等の広範な知識を
有する研究者を育成・確保

（80人→160人）

運営方針 事務局

火山災害の軽減に貢献するため、他分野との連携・融合を図り、「観測・予測・対策」の一体的な研究と火山研究者の育成・確保を推進するため、下記２事業より構成

① 「次世代火山研究推進事業」⇒ 従前の観測研究に加え、「観測・予測・対策」の一体的な火山研究及び火山観測データの一元化流通の推進
② 「火山研究人材育成コンソーシアム構築事業」⇒ 火山に関する広範な知識と高度な技能を有する火山研究者となる素養のある人材を育成

【事業内容】
・事業期間：10年間

（平成28年度～平成37年度）
・連携推進体制

他省庁の研究機関、海外の
研究機関等と密に連携


